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民生委員一斉改選
基本目標 Ⅰ

みんなが安心して暮らせる
支え合いのまちづくり
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社会福祉協議会では、住民主体により関係機関・団体と連携・協働して地域福祉を推進するた
め、平成２８年３月に策定した「北九州市地域福祉活動第五次計画」（住民ふくしの元気プラン
2016～2020）に基づき、さまざまな事業を展開してきました。
令和２年度においても、計画の基本理念、３つの基本目標を柱に、社会福祉協議会の持つ７つ
の機能を発揮し、更なる連携強化に努め、地域福祉推進の要として「みんなが安心して暮らせる
支え合いのまちづくり」を目指します。

令和元年１２月１日の一斉改選によ
り、３０２名の委員が３年間の任期によ
り新たに活動を開始しました。
民生委員・児童委員は、地域福祉の

ボランティアとして、地域住民の身近
な相談相手や、高齢者、障害者、子ど
もたちなど地域の見守り役として活
動しています。
今後とも「社会福祉の精神をもっ
て常に住民の立場に立ち、必要な援
助を行い、社会福祉の増進に努める」
との基本精神のもと、支援を必要と
する人に寄り添い、地域を支えてま
いります。
　　

① 広報・啓発の強化[広報紙発行、出前講演、ホームページ]
② 福祉教育の推進[小・中学校と連携した地域の子育て]
③ 地域福祉人材の育成[市民活動・校（地）区活動者研修]

小倉南区民生委員
児童委員協議会　
　会長　
　山下　一則

みんなで福祉の風土を広げよう

基本目標 Ⅲ

①権利の擁護と相談体制の充実
②社会参加・自立の支援
③調査・研究、提言

一人ひとりの安全で安心な暮らしを守ろう

推進基盤の強化

①社協活動のＰＲ・組織の基盤強化
　[会議等の開催]
②財政の基盤強化
　[賛助会費、共同募金運動、収益事業]

基本目標 Ⅱ

① 小地域福祉活動の活性化[校（地）区社協の事業促進]
② ボランティア・市民活動の支援
③ 災害時の福祉救援体制づくり
④ 社会福祉関係機関・団体と連携した地域づくり
⑤ 小地域福祉活動計画の推進[校（地）区社協の活動計画]

住民、関係機関・団体のネットワークで
身近な福祉活動を進めよう

吉田校区サロン「とぎの会」
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若園校区・貫校区では、ゴミ出しや買物支援を行う有償の助け合い活動がスタートしまし
た。また東谷地区、曽根東校区では、高齢者施設の協力により、無償で店舗へ送迎する買物支
援の取組みを実施しています。　

・アンケートで生活支援ニーズを把握し、ゴミ
出しや買物支援を行う生活支援活動を立ち
上げました。
・社協、自治会、老人クラブなど、校区あげて
の生活支援活動です。
・１０年、２０年と続く活動を目指して取り組ん
でいます。

★重いものが持てず困っていたの
で本当に助かります。
★無料では逆に申し訳ないので、
有料の方が、頼みやすいです。
★いつも気にかけてくれる人がい
るという安心感は、お金に換えら
れません。

高齢者の方など日常の買物を支援するため、月２回、無償で店舗へ送迎する取組みを実
施しています。
東谷地区では、特別養護老人ホーム「美咲ヶ丘」、曽根東校区では、特別養護老人ホーム

「好日苑」、特別養護老人ホーム「ひまわり」にご協力いただき、「サンリブシティ小倉」まで
送迎します。

★ご近所さんなので、負担に感じ
ません。今まで顔は知っていたの
ですが、ゴミ出しをするように
なって会話が増えました。
★利用者さんの元気な姿をみて、
安心しています。

・校区の全世帯に生活支援ニーズと住民の活
動意向調査を実施し、生活支援活動を立ち
上げました。
・社会福祉施設や企業と連携し、移動販売も
行っています。
・住民の困りごとに幅広く対応できるように
取り組んでいます。

生活支援相談員の設置（市民センター）
「誰に相談していいのか分からなかった。話せ
る場所があってよかった。」と喜ばれ、地域の役
に立っていると実感しています。

利用者さん サポーター

買物が終わって楽しいひと時

東谷地区、曽根東校区

★友達同士で集まることも少なく
なっていましたが、一緒に買い物
に行く機会ができて楽しいです。
★主人がいる間は、いつも一緒に
きていたけど、一人になってから
は久しぶりで嬉しい。

～小倉南区では、高齢者などの生活を支援する新たな活動が地域で取り組まれています～
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ボランティア・市民活動センターって
何するところ？

今年度は、１１月２９日（日）開催予定です。詳細につ
いては、広報紙132号（10月15日号）にてお知らせい
たします。

ボランティアの相談 福祉教育の推進

ボランティア活動の支援いろいろ

小倉南区内の小・中学校や、各校（地）区社会福祉協議
会が進める福祉教育の取組みへの支援を行っています。

ボランティアを始めたい方と、ボランティアを必要と
する方をつなぐ懸け橋です。

「ボランティアをしてみた
いと思っているけど何から
始めればいいかわからな
い」という方！
お電話・ＦＡＸでも受け付
けています。
お気軽にどうぞ(^o^)

送迎ボランティア随時大募集！！

シルバーひまわりサービス
(送迎サービス)

ボランティアフェスタの開催

収集ボランティアのご協力
ありがとうございました

あなたにできることを地域で活かしてみませんか！

ひとりで外出が困
難な高齢者に対して、
通院や買い物などの
送迎サービスを、ボラ
ンティアの協力によ
り行っています。

昨年度も、市民センター、保育園、小学校や個
人の方など、たくさんのプルタブ・古切手を収集
していただきました。
・プルタブ４９件(154.3kg)　・切手２７件
みなさまのお気持ちは「福祉のまちづくり」に
活用させていただきます。来年度も引き続き、
ご協力よろしくお願いします。

✿各種ボランティア保険の加入・請求手続き
✿活動者のための講座の企画・開催
✿ボランティア情報の発信

●休みや空いた時間を活かし、地域貢献したい方
●定年後にできることを探している方

↑視覚障害者疑似体験学習
は、アイマスクを着けて行い
ます。

↑車いす体験学習では実際
に車いすに乗ったり操作し
たりします。

↑ボランティアコーディネーター
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に関すること
仕事

に関すること
生活

のやりくり
お金

ご相談はお住まいの区の窓口へ
月～金曜日8:30～17:15(祝日・年末年始を除く)

仕事や生活などの困りごとを
共に考え支援します

仕事や借金、家族関係など様々な理由で経済的
にお困りの方のご相談をお聞きし、各種関連機関
と連携しながら、共に考え、それぞれの状況に応じ
た支援を行います。

いのちをつなぐネットワークコーナー
小倉南区役所２階 保健福祉課
TEL ９５１－1025（直通）

皆さまからの社会福祉への温かな想いは、「福祉
のまちづくり」に活かします。
１２月１１日から3月10日までにご寄付されました
方々です。厚くお礼申し上げます。（敬称略）

福祉への想いありがとう！

　 香典返し寄付 ［（　）内は故人名です。］
重谷　和子　（夫　孝弘）　沼本町４丁目
中杉　廣義　（母　トモエ） 志徳２丁目
渡辺　肇　　（父　基二）　葛原本町１丁目

　　篤志寄付
霧岳村文化歴史研究会
朽網校区まちづくり協議会
朽網校区社会福祉協議会
津田新町友愛会
田原校区まちづくり協議会
北九州福祉社交ダンスの会

たくさんのご応募ありがとうござ
いました。
各地域、団体の皆さまには、ご協
力を賜り感謝申し上げます。

3月９日（月）に小倉カンツリー倶楽部で、第3７回
小倉南区チャリティーゴルフ大会を開催する予定
でしたが、新型コロナウイルスの影響で、中止とさ
せていただきました。
次回の開催は秋ごろを予定しております。ご協

力のほど、よろしくお願いいたします。

チャリティゴルフ大会についてチャリティゴルフ大会について

小倉南区社会福祉協議会では、地域住民が主
体となった福祉のまちづくりにご賛同していただ
ける賛助会員を募集しています。
会員の皆さまからご協力いただいた会費は、校

(地)区社協における『ふれあいネットワーク活動』
（見守り・助け合い活動）を中心とした、小地域福
祉活動に活かされています。

賛助会費は振込ができます。ご希望の方は、手数料のかか
らない振込用紙を送付いたします。

　子どもや高齢
者・障害者など地
域に住んでいるみ
んなが安心して暮
らせる支え合いの
まちづくりに活か
されるんだね。

～福祉のまちづくりのために～

■個人会員　
一口　１，０００円～
■法人・団体会員　
一口　１０，０００円～
（社会福祉に関係ある
団体等）

小倉南区社会福祉協議会で
は、地域の子どもの安全を守る
ため、区内の小学校・特別支援
学校の新一年生全員に、ランド
セルカバーを贈呈しています。

この黄色いカバーには、区民の皆様からの
ご支援である赤い羽根共同募金が
活かされています。社協活動を支え
る赤い羽根共同募金へのご協力を、
今年もよろしくお願いいたします。

小倉南区が
4 5 周 年を迎
え、記念事業と
して製作され
た「小倉南区か
るた」の「ら」の
札に、ランドセ

ルカバーの写真が採用されました。
カバーにデザインされている「プチボザ
ウルス」は、北九州市社協のキャラクター
です。このかるたは、区内の小学校、市民セ
ンター、児童館等に配布されています。

ランドセルカバーで交通安全！
～皆さまの善意が子ども達を守ります～




